












































































宗教施設 所在地 穂長の尉 福太郎 その他 備考
１ 諏訪神社 東京都板橋区 （大稲本・小稲本） 太郎次 作太郎・作次郎
２ 北野神社 東京都板橋区 （大稲本・小稲本） 太郎次 百太郎・百次郎
３ 氷川神社 東京都練馬区 主人（まんがのじょう） 作太 百太郎・百次郎 廃絶
４ 鶴見神社 横浜市鶴見区 ほなかのちやう 尺太郎・尺次郎 明治初年廃絶1987年復興
５ 三嶋大社 静岡県三島市 穂長の尉（舅） 福太郎（婿） 田主
６ 日向観音堂 静岡市葵区 福太郎 徳太郎
７ 八坂神社 静岡県藤枝市 親父（じい尉） 太郎 次郎
８ 大井八幡宮 静岡県焼津市 徳大夫
９ 蛭児神社 静岡県牧之原市 親方 徳長（３名）
10 小国神社 静岡県森町 徳太郎
11 神沢阿弥陀堂 浜松市天竜区 親父 あに 田遊びの部分は廃絶
12 鳳来寺 愛知県新城市 福太郎 現行次第では登場せず
13 滝山寺 愛知県岡崎市 コツボネ（親or兄） 福太郎（子or弟）
14 手力雄神社 岐阜県各務原市 福太郎 廃絶
15 長滝白山神社 岐阜県郡上市 親 ポチ
16 北方神社 岐阜県揖斐川町 福太郎 2011年復興
17 油日神社 滋賀県甲賀市 はなのじやう 福太夫（福太郎） 廃絶
18 岡田国神社 京都府木津川市 なかの志やう 福太郎 廃絶
19 相楽神社 京都府木津川市 ほうなかの志よ
20 水分神社 奈良県宇陀市 福太郎 徳太郎
21 穴師坐兵主神社 奈良県桜井市 福太郎 廃絶
22 丹生都比売神社 和歌山県かつらぎ町 田人 牛飼
23 真国丹生神社 和歌山県紀美野町 花賀の丞 福太郎
24 中南地蔵堂 和歌山県かつらぎ町 おものぢやう 婿 徳太郎（田主） 廃絶
25 北寺観音堂 和歌山県かつらぎ町 おもの𠀋（舅）・白シラゲ 福太郎（婿） 百太郎・德太郎 廃絶
26 梁瀬大日堂 和歌山県かつらぎ町 百々の丈（黒シラゲ）・白シラゲ 福太郎 百太郎・德太郎
27 押手大日堂 和歌山県有田川町 おものじよ（黒シラゲ）・白シラゲ 福太郎
百田の主・徳田の
主 廃絶
28 杉野原薬師堂 和歌山県有田川町 重之衆（舅） 婿 田刈り 2018年廃絶
29 久野原岩倉神社 和歌山県有田川町 中の丞（舅） 福太郎（婿） 2019年廃絶
30 河内明神社 和歌山県有田川町 大茂之亟 福太郎 福牧・若牧・音牧 廃絶
31 杭全神社 大阪市平野区 穂長の尉 太郎坊 次郎坊（人形）
32 多治神社 京都府南丹市 作太郎・作次郎
33 東光寺 兵庫県加西市 田主 福太郎 福次郎






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































宗教施設 所在地 行事名 名称 形状・材質 登場場面
１ 諏訪神社 東京都板橋区 田遊び ヨナボ（米坊） 藁で身体を作り２人を示す 昼飯持
２ 北野神社 東京都板橋区 田遊び ヨナボ（米坊） 藁で身体を造り巨大な男根 昼飯持
３ 氷川神社 東京都練馬区 田遊び ヨネボ（米坊） 男根がある 廃絶
４ 八坂神社 静岡県藤枝市 田遊び タロッコ 木の股に目鼻を描く 孕五月女（出産）
５ 蛭児神社 静岡県牧之原市 田遊び ホダコゾウ 杉葉を束ね上の紙を付ける ほだ引き・田植
６ 三熊野神社 静岡県掛川市 地固め舞・田遊び
ミコ（ネンネコサ
マ） 日本人形 行列・神子抱き
７ 小畑観音堂 浜松市天竜区 田遊び ネンネンボウシ 藁人形の頭部に目鼻を描く 廃絶
８ 西浦観音堂 浜松市天竜区 田楽 ネンネンボウシ 藁人形の頭部に目鼻を描く 山家五月女
９ 泰蔵院 浜松市天竜区 オコナイ ネンネ 布を丸めて人形に見立てる 汁かけ飯（直会）
10 神沢阿弥陀堂 浜松市天竜区 オコナイ あすての子？ 不明 田植・田遊びの部分は廃絶
11 川名薬師堂 浜松市北区 ヒヨンドリ オブッコ 杓子を布でくるむ 汁かけ飯
12 四所神社林慶寺 浜松市北区 正月行事 ネンネコサマ
杓子を布でくる
む シイトウ祭
13 鳳来寺 愛知県新城市 田楽 ネンネサマ 杓子に・紙布を被せ目鼻を描 ボコアソビ
14 大林大日堂 愛知県新城市 田楽 不明 木製の男根 廃絶
15 田峯観音堂 愛知県設楽町 田楽 ネンネ 杓子・男根に服を着せる 昼飯持（田植）
16 財賀寺 愛知県豊川市 お田植祭（田祭） オコゾウサマ
木彫の人形を布
でくるむ 昼飯持
17 猿投神社 愛知県豊田市 田遊び 不明 不明 廃絶
18 七所社 名古屋市中村区 きねこさ祭（田祭） ネンネン
壺に入った服を
着た人形 行列・田行事
19 手力雄神社 岐阜県各務原市 田遊び ねゝこぼうし 不明 廃絶
20 油日神社 滋賀県甲賀市 稲講会 ずずい子 木彫、巨大な男根を付す 廃絶
21 水分神社 奈良県宇陀市 御田 若宮サン 木の芯に綿を巻き黒尉面 昼飯持
22 六県神社 奈良県川西町 御田 （名称無） 太鼓を子供に見立てる 昼飯持（出産）
23 杭全神社 大阪市平野区 御田植祭 次郎坊 日本人形 田植
24 長田神社 岡山県真庭市 お田植祭 御子 御子と書いた奉書包
模擬耕作終了後
（出産）
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を は じ か た
莖形を造りて祭日の料とす、十五日の朝、久保寺にて福富
をつく、其景物は御
み た を ふ ぎ
田扇・白
うちまき
米・桝の三種をもて只三番のみ突なり、丁りたる人々は其年幸ひ
ありとて遠近の人々元日より仰ぎて此を需むといふ、斯て富突すみて後、巳の刻ばかりに窪寺
より田方の森まで三町半の道すがらを練物あり、まづ始に榊を持出、次に神酒・神供を白
しらへぎ
に
盛て持出、次に本地佛を持出〈世俗これを神躰といふは聊誤也〉、次に藁人形の座像長二尺許
なるに裃を著せ太刀を帶せてそれに一尺八寸ほどある木作り朱いろの大男根を附たるを若者共
二三人してかつぎ揚て、さも大音に「於保瓣能固
〵 〳
縣の森の於保瓣能固」と喚叫ながら路地
をおかしく練て神慮を和め奉る事也、誠に本國の珍祭奇翫といふべし、斯て神社に至著ば本地
佛の將軍地藏を社内に入れて其前に男莖形の藁人形も押居て神酒・神供をも供え、各手を拍て
神拜し、暫時ありて其後神酒・赤飯等を衆人に配與へて歸る、是を土民は久保一色の閉乃固祭
といふなり」とある。『尾張國地名考』（愛知縣海部郡敎育會　1916年）200頁。なお、天保15（1844）
年の成立と見られる『尾陽歳事記』（谷川健一編集委員代表『日本庶民生活史料集成』第23卷
年中行事　三一書房　1981年所収）にもほぼ同様の内容が記されているが、これは『尾張国地
名考』からの引用であろう。
（50）　久保寺の本堂脇檀には将軍地蔵立像が安置されており、傍らに木製の陰嚢を付した朱色の
男根型１本と小型の男根型２本が置かれ、壇の前の天井からは10数張りの「奉納将軍地藏尊」
一
七
一
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同朋大学佛教文化研究所紀要　第40号
と墨書され男根型が描かれた提灯が吊り下げられている。2020年８月９日調査。なお、前近代
に渡御に出ていた将軍地蔵は「御前立」であるとか、焼失した、あるいは盗難に遭ったなどと
伝承が錯綜している。
（51）　2018年２月11日調査。
（52）　近年では2014年２月15日に調査を実施した。
（53）　この場面では後述するように子授けを願う若嫁による人形の奪い合いが行われるが、女面
を着けた「酒絞」と「取揚婆」が登場し、やはり出産を模擬的に演じるものである。本田安次「吉
良川御田八幡の御田祭」（『本田安次著作集日本の傳統藝能』第８巻田樂Ⅰ　錦正社　1995年）
参照。
（54）　2014年２月25日調査。
（55）　八束村史編纂委員会編『八束村史』（八束村　1982年）812～819頁、行事当日の配布資料（前
原茂雄氏提供）。
（56）　註（11）前掲、新井氏『農と田遊びの研究』下366～368頁。
（57）　2014年４月13日調査。
（58）　近年では2010年４月４日に調査を実施した。
（59）　近年では2010年１月３日に調査を実施した。
（60）　註（11）前掲、新井氏『農と田遊びの研究』下423～434頁、註（53）前掲、本田氏「吉良川御
田八幡の御田祭」参照。
（61）　近年では2015年３月４日に調査を実施した。
（62）　表11の19の八坂神社は、前近代には同一境内に薬師堂が所在したという。
（63）　近年では2010年８月７日に調査を実施した。明建神社蔵の元禄６（1693）年の年紀をもつ「毎
年七月七日國家安全祭礼執行之儀式」。2020年10月18日調査。大和町教育委員会編『大和町の
文化財』（大和町　1995年）92頁に史料の写真が掲載されている。同史料には渡御の次第に「六
番　獅子頭〈ふツとり〉」とあり、獅子舞の獅子招きである鼻高面を着けた者が「ふツとり」
と記されている。静岡県焼津市の大井八幡宮の田遊びでは獅子招きが「振
ふ っ と
取り」と呼ばれており、
他にも静岡県には同様の事例がある。この獅子招きの呼称が共通することは無関係ではなかろ
う。
（64）　春日神社のどうじゃこうは近年では2010年４月18日に調査を実施した。伊和神社の田の神
祭は近年では５年に１度実施されているが、2020年４月12日に予定されていた行事が中止と
なった。今後の実見調査を期している。
（65）　「でたいどうじ」には「出体童子」、「どうじゃこうなりけり」には「童子夜行なりけり」
の文字が当てられているが、ともに当て字であって、元来の意味は不明である。
（66）　それぞれの全体の論旨には賛同できないが、清水昭男「富加町加治田の田の神祭り─田楽
に陰陽道の思念を見る─」（同氏『岐阜県の祭りから』Ⅶ　岐阜文芸社　2013年）、西岡陽子「美
濃における三信遠系の田遊び─「どうじゃこう」を中心に─」（『民俗芸能研究』53　2012年）
など。
（67）　三河・信濃・遠江国境地域の事例では、13の新野では北野神社・諏訪神社の事例と相通じ
る作りものの馬を用いた流鏑馬が演じられ、１の鳳来寺では騎馬戦のように数人の人が馬と
なっての流鏑馬が演じられる。
（68）　註（53）前掲、本田氏「吉良川御田八幡の御田祭」など。
（69）　註（15）前掲、富村史編纂委員会編『富村史』924～928頁、富村教育委員会・富村文化財保
護委員会編『布施神社のお田植祭』。
（70）　高神社文書。京都府立山城郷土資料館編『南山城の神社と祈り』（京都府立山城郷土資料
館　2015年）25頁などに「高神社造営流記」の当該部分の写真が掲載されている。他にも同書
29頁には京都府城陽市の水渡神社の天正９（1581）年の「寺田庄法堅法度書」の写真が掲載され
一
七
〇
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田遊びと修正会が出会う場（下）
ている。
（71）　近年では田峯は2013年２月11日、黒沢は2011年２月６日、寺野は2019年１月３日に調査を
実施した。
（72）　註（26）前掲、新井氏『中世芸能の研究』635・636頁、529～532頁
（73）　近年では2013年２月27日に調査を実施した。西浦田楽については多くの紹介・研究がある
が、近年のものとして、吉川祐子『西浦田楽の民俗文化論』（岩田書院　2012年）がある。
（74）　橋本裕之『王の舞の民俗学的研究』（ひつじ書房　1997年）。
（75）　滋賀県彦根市の久留美神社には応永15（1408）年の銘のある王鼻面２面が所蔵されている。
彦根城博物館編『祈りの造形─近江・彦根の仏教美術』（彦根市教育委員会　1991年）86・87
頁に写真が掲載され、110・111頁に解説がある。また、甲賀市の油日神社にも鼻高面２面が伝
えられている。2019年２月21日調査。
（76）　2019年３月21日調査。表紙に「お田植え祭／檜尾神社／H11.３.21」とある現行の次第書を
参照した。
（77）　静岡県掛川市の三熊野神社の事例では生きた馬が登場するが、この馬に模造の馬鍬を引か
せている。後述する岐阜県可児市の白鬚神社の御鍬祭にも模造の馬鍬が見られる。
（78）　註（11）前掲、京都府教育委員会編『京都の田遊び調査報告書』、註（55）前掲、八束村史編
纂委員会編『八束村史』など。
（79）　註（15）前掲、富村史編纂委員会編『富村史』924～928頁、富村教育委員会・富村文化財保
護委員会編『布施神社のお田植祭』。
（80）　2020年２月９日調査。東海地方各地には近世の伊勢信仰に由来する御鍬（みくわ・おくわ）
祭が数多く伝承されている。脊古真哉「しかうちと御鍬─習合化論の試み─」（『愛知学院大学
大学院文研会紀要』３　1993年）参照。三重県北勢地域ではさまざまな行事・儀礼と結び付く
ことがあり、この夜夫多神社の事例のように田遊びと結び付くことも見られたようである。
（81）　2020年３月11日調査。以前実見した際には馬頭は見られなかったし、註（９）前掲、新井氏『農　
と田遊びの研究』上638～640頁、可児町編『可児町史』通史編（可児町　1980年）1297～1300頁、
可児市編『可児市史』第４巻民俗編（可児市　2007年）371～371頁などでも馬頭については触
れられていないし、田掻きの場面の写真には馬頭は見えない。
（82）　近年では2010年４月４日に調査を実施した。
（83）　近年では、仁科神明宮は2014年３月15日、刈谷沢神明宮は2020年３月１日に調査を実施し
た。大北神社誌編纂委員会編『大北地方の神社と文化』（長野県神社庁大北支部・長野県神社
総代会大北支部1991年）257～262頁、坂北村誌編纂会編『村誌さかきた』上自然編・民俗編（坂
北村誌編纂会　1990年）447・448 頁など参照。
（84）　2020年７月５日調査。なお、京都府綾部市の綾部八幡宮の御田でも同様の牛と唐犂の連結
されたものが用いられる。この事例は第２次世界大戦中に廃絶し、1997年に「再興」されたも
ので、この際に亀岡市の八坂神社および南丹市の多治神社の行事が参考にされたという。この
牛と唐犂も八坂神社の牛と唐犂の影響であろう。
（85）　2013年２月６日調査。
（86）　註（19）前掲、辻本氏『和州祭禮記』134～150 ・206～211頁、註（９）前掲、新井氏『農と田
遊びの研究』下148～168頁。
（87）　註（54）前掲。
（88）　註（４）前掲、縣社油日神社社務所編『縣社油日神社誌』95～100頁。
（89）　註（27）前掲、脊古「滝山寺の鬼祭」参照。『三州瀧山寺人日法会記』では、登山行列の後、
学頭青龍院が堂前（本堂外陣を言うか）に着座すると「本坂の上なる柵門の内のかた東西、太
サ五寸廻りばかりに、長サ五六尺斗もあらむ女男の松を枝葉共に損せぬように伐取たる、その
松の末の端に穴を明け、藤かつらを通して六七斗の横木を詰付、是を牛木と号て東西に一本宛
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双置く（是ハ正月六日に松迎とて山にて伐出し、期のことく拵て本坂五十五段の下なる東西に
建置、今日此ところへ上る也〉」とある。名古屋市蓬左文庫蔵。註（14）前掲、新編岡崎市史編
集委員会編『新編岡崎市史』12民俗742～751頁。
（90）　静岡県藤枝市滝沢の八坂神社の事例では水口祭である「農業礼書」の場面で神体のように
扱われている板で挟まれた「力
りきひょう
餅」を捧げ持つことが見られる。
（91）　註（80）前掲の夜夫多神社の御鍬祭では実物の平鍬が用いられている。
（92）　猿投神社蔵。註（40）前掲、豊田史料叢書編纂会編『豊田史料叢書』猿投神社中世史料201
～233頁。
（93）　黒田龍二「滋賀県湖北地方のオコナイとその建築─祭礼建築論の試み─」（『国立歴史民俗
博物館研究報告』98　2003年）。
（94）　和田光男「湖北オコナイの成立について─地方霊場寺院と村落寺院の影響─」（『京都民俗』
６　1988年）、中澤成晃「湖北における修正会とオコナイの源流」（同氏『近江の宮座とオコナイ』
岩田書院　1995年　初出は1992年）。脊古真哉「己高山をめぐる宗教文化─滋賀県伊香郡木之
本町・高月町─」（櫻井徳太郎監修・木曜会編『民俗宗教』４　東京堂出版　1993年）。
（95）　脊古真哉「湖北の真宗道場─方便法身尊像の機能を手がかりに─」（『宗教民俗研究』６　
1996年）、脊古真哉「湖北地域における実如期本願寺教団の展開─称名寺とその門末を中心に─」
（同朋大学仏教文化研究所編『実如判五帖御文の研究』研究篇下　法蔵館　2000年）。
（96）　脊古真哉「絵画史料から見た初期真宗門流の痕跡─もう一つの三河・信濃・遠江国境地域
の姿─」（『同朋大学佛教文化研究所紀要』27　2008年）。
（97）　和歌森太郎編『美作の民俗』（吉川弘文館　1963年）361～370頁など。美作地域の田遊び（お
田植祭）については、いずれ見解をまとめる予定である。
（98）　2020年８月24日・25日・26日に岡山県津山市、真庭市、苫田郡鏡野町の多くの集落を踏査
した。
（99）　近世の美作国西部の地誌である『作陽誌』（『西作誌』　元禄４（1691）年成立）。
（100）　奈良県教育委員会編『奈良県の民俗芸能１─奈良県民俗芸能緊急調査報告書─』（奈良県
教育委員会　2014年）11～16頁。14頁の「奈良県内オンダ行事一覧表」には不適切なものも含
まれているが、計56例の御田の事例が挙げられている。
（101）　これまで奈良県下では15例の御田の調査を実施している。また、南山城地域では2016年
２月21日に木津川市の湧出宮の御田を調査した。
（102）　2013年３月15日調査。前々稿「田遊びと修正会が出会う場（上）─高野山周辺地域の修
正会系行事の成立と分布についての予備的考察─」参照。
　［付記］
　本稿は「寺院・仏堂を守護する神の展開・変容についての総合的研究─アジア仏教史の視座か
ら─」（日本学術振興会科学研究費　基盤研究（C）2019～2021年度　課題番号19K00124　研究代
表者脊古真哉、研究分担者黒田龍二・曽根原理・上島享・藤井由紀子）による共同研究の成果の
一部である。
　前々稿・前稿・本稿は2013年以来実施している高野山周辺地域の修正会と御田についての調査
を契機として、長年の東海・近畿地方、その他の地域での調査の知見を踏まえての考察である。
各地の新春行事および東海地方の民俗宗教の事例の調査は1986年以来30年以上にわたって継続し
てきている。
　この間に数えきれないほど多くの地元の方々、寺社等の関係者の方々にお世話になった。また、
調査に同行してくださった先学・友人・知己も少なくない。20代のころには、今では故人となら
れた村山修一先生、皆川完一先生にご同行いただいたこともあった。近年では上記の科学研究費
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の研究分担者の諸兄姉にひとかたならぬご協力をいただいている。長年にわたる多くの方々のご
協力に心から感謝いたします。
　30年以上の間にはいろいろなことがあった。過疎化・少子化の影響でかつて調査した行事が廃
絶したものも少なくない。前稿で述べたように高野山周辺地域でも2018年・2019年を最後に２例
の御田が中止となった。今後10年・20年の間には、これまでに調査してきた事例のかなりの部分
が廃絶するものと思われる。また、過疎化以外の社会的要因による行事の中断もあった。1988・
89年の当時の天皇の死去前後、2011年の東日本大震災の直後の行事の「自粛」、そして2020年の
新型コロナウィルス感染症の流行による「緊急事態」である。
　本稿で取り上げた行事でも、2020年度の調査・再調査を予定していたところ中止となったもの
も少なくない。前２回の行事の中止と比べて今回はさらに大規模・長期的なものとなり、本稿の
執筆にも少なからぬ影響があった。また、筆者も還暦をむかえ、体力・気力とも往年ほどのもの
は無くなっている。このような中での行事の中止は、今後の研究活動への影響は大きなものとな
りそうである。
　現在の事態がさらに長期化すれば、過疎化・少子化で断絶していっている行事の廃絶に拍車が
かかることも予想される。筆者はこれまで、行事の存続や中止については担い手である地元住民
の判断によるべきことであって、外部の調査者や研究者が口を挟む問題ではないと考えてきてい
る。この立場は今後も変わらないが、これまで多くの事例の調査を実施してきた者の責任として、
調査事例の原稿化、公開については、これまで以上に取り組まなければならないと考えている。
また、地元の伝承者等からの要請があれば、調査データや知見の提供にも積極的に応じてゆく必
要があると思っている。残された時間は多くは無いが、今後とも新春行事をはじめとする民俗宗
教の行事の事例に取り組んでゆきたい。

